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高 専 貞 男
｢体系的な ⊂二重分類)薄青己の歴史は 『ほじ桝こ 〔釣銭〕勘定ありき』















な値から引 くもの｣ と規約 されている (計算するために作られた記号では
なく,むしろ計算された結果を表わすための略記号として使用された) ロ
ーマ数字 (ロ-マの記数法)
3) 17までは (1+10) タイプの加法を用いてきて,18･19には (2T-20)･
(1｢20)タイプの加法的減法をとり,18119を duo-de･viginti(20から2







品物に4円足して.880円, さらに20円足 して900円, こかに100円足 して
1,000円とし, ･-･1,000円札と交換する｣2)西洋式釣銭勘定 /
6) 西洋式二重分類薄記法において記録計算形式 として使われる ｢勘定は加
法的減法 (elr]eaddltiveSubtrakt10n)のみを知っている｣a)と指摘されて
いるように,負項を反対側に配置 した ｢反対位置による減法 (subtractlOn
by contra-posl〔10n) を通じておこなわれる｣4)勘定式計算 (account-com-
putatlOIl)
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この点では, ｢大正 2年 〔1913〕10月 ･･日本を出でて,西欧の間に遊ぶこ




方は凡て一様に日本 と逆 となり居ることを確め｣えたので, ｢伯林に着する奴





































して明治42年 (1909)にイギ リスを訪れた第四高等学校教授 ･大谷焼石 (1875
-1933) の 『滞英二年裏山子日記』 (1912年)をひもといてみると,明治43年
(1910) 5月31日の分を ｢銭勘定｣ と題 して,つぎのように記 しているo
｢EI本で1H紙幣を出して15銭の男物をする｡すれば商人は50銭銀貨 1っ,
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1硬の金貨で11片の買物をするoすると初に1ペニイの銅貨を渡して呉れて,
11片と1片の和が1志になるので ｢ワン･シリング｣と言い,次に7Pl)ソ銀
貨を2コ呉れてその和を ｢ファイブ｣ と言い,次にノ､77 ･クラウン銀貨 2コ
呉れて ｢テン｣,次に10志の金貨を呉れて,計 Eワン-パウンド｣ と計える｡








として執筆 した ｢加算 と減算｣をっ晋のように痘んでいるO
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論は 離 陸 以前の段階にあるといわざるをえないoいや,そればか りではないO
河上肇は経済学者でありながら, ｢なぜ 〔イギlJス人やフランス人〕 ドイツ人








に ｢戸惑った経験を持ちあわせている｣ばか りではなく, ｢この現象に学問的




り足 して行｣ っ亡,買手の差Fijした貨幣 (節) と ｢値が等しくなったところで,
交換する 〔総額〕 ｢等価交換｣を取引のたびに実演するのである｡｣1B-たとえば,
買手が4.60-ルクの白葡萄酒を買うのに,10-ルクの紙 弼=を差出した場合には,










なるほど, ヨーロッパでは,本来 ｢両替｣または ｢両替銭｣を意味する用語
(英語 clange,フランス語 change,トイソ語 WeclSelgeld)や ｢小銭｣を意










商品 (の価格)が不足 している場合に, この (1) 式を成立させるためには,
両者の ｢差引残高｣ (英語 balance,フランス語 solde,ドイツ語 Saldo)に相
当する ｢両替金｣または ｢小銭｣を釣銭として商品 (の価格)に付加すること
によって, ｢不足を満して釣合せる｣ (英語 balance,プラソス語 solder, ド
イツ語 saldleren)手続がとられねばならないO























すると,ヨーロッパでは, ｢お釣 り･･を引き算を 1つも使わずに加え算だけ
で求めてしまった｣20)の ｢だか ら,〔その場合,売手は〕いくらお釣 りを出した
か帯極的には知 らない｣三日ことになってしまう.現に, そのような皮相な見方
をする数学者や歴史学者 もいる｡ しか しながら,西洋式釣銭勘定をつぶさに観
察 してみると, ほとんどの売手は釣銭を過不足なく取 りだして, それを商L]DFT
(の価格)に付加えてゆき,買手の差出した貨幣 (額)に釣合せている｡この











ら預か りレンの上部にとめておいた紙幣 〔額) と照合するという手順を暗んで,
(G+Tl)タイプの加法を用いた釣銭の検算をやっているのをみかける｡






































ているように,｢日本人は計算しそこなうことはない (fallnotin their call
culatlOrlS)｣24)ので,支払 うべき釣銭 (顔)の算出 ミスか らくる釣銭の過不足を
検出できない日本式釣銭勘定に別段支障を感じていないのである｡なぜなら,
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るD
いいかえると,ヨーロッパでは.売手が買手の立会の下にみずから釣銭を検
算し,説明する会計責任が確立しているのにたいし,日本では,釣銭検算の責
任所在が酸味なため,1)売手も買手もやる,2)売手がやり買手はやらない,3)
売手はやらず買手がやる,4)売手も買手もやらないという4つの組合せのなか
から,売手の換算責任感や売手の計算能力にたいする買手の信板感の程度に伝
じて売手と買手の問で選択されることになるわけである｡
とすると,いささか遊説めくが,相互不信の社会関係のなかに信用体系を樟
築せざるをえなかったヨーロッパには,売手の釣銭検算責任を制度化する社会
的圧力が存在していたのにたいし,相互伝播の社会関係のネットワークがはり
めぐらされている (岩手が貨幣を差出したあと売手から商品と釣銭を受取るま
での閣,買手から売手へ極超短期信用がなされ,異時点間等価交換形態が成立
している事例にみられるように,買手の売手にたいする信栃度が高い)日本に
は,売手の釣銭検算責任を制度化する社会的圧力が欠けていた,ということが
できるであろう｡
